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（１）教育課程と安全教育
　高等学校学習指導要領（平成 30年告示）第１章　総則　第１款の２（3）では、「安全に
関する指導」について小・中学校と同様に示されている。その趣旨を踏まえ、安全に関する
指導は、学校における教育活動全体を通じて行われなければならない。

高等学校学習指導要領（平成 30年告示）　第１章　総則　第１款の２（3）

　特に、学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持
増進に関する指導については、保健体育科、家庭科及び特別活動の時間はもとより、各教科・科目及び総合
的な探究の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。また、それらの指導を
通して、家庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を
促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。

　高校生になると、冒険心による危険行動は少なくなってくる反面、二輪車や自動車などを運転す
ることに強い興味や関心をもつようになる。安全教育の立場からは、社会貢献など、社会の一員
としての役割を意識するなど、より大きな視点に立った生き方を促すことも必要となる。
　具体的には、高校生自身が地域社会における各種交通安全の催しに参加したり、災害時の
ボランティア活動に取り組んだりすることが社会人としての自覚を高め、より広い視野から
安全を捉える機会になる。
　また、事故の加害者にならないことを強く意識させる指導も必要である。自転車通学者が
多い高校においては、「被害者にならないための教育」と同時に、「加害者にならないための
教育」が求められる。

（２）教科等の中で行う指導
　教科等においては、例えば、高等学校学習指導要領解説に次のように示されている。

高等学校学習指導要領（平成 30年告示）解説　保健体育編　体育編第１部　保健体育編　第 2章　保健体育
科の目標及び内容　第２節　各科目の目標及び内容「保健」３内容（2）

　本内容は、様々な事故等の発生には人的要因や環境要因が関わること、交通事故などの事故の防止には、
周囲の環境などの把握や適切な行動が必要であること、安全な社会の形成には、個人の安全に関する資質の
形成、環境の整備、地域の連携などが必要であること、また、個人が心肺蘇生法を含む応急手当の技能を身
に付けることに加え、社会における救急体制の整備を進める必要があることなどを中心に構成している。

高等学校学習指導要領（平成 30年告示）解説　特別活動編第３章　各活動・学校行事の目標と内容

第１節　ホームルーム活動　２　ホームルーム活動の内容
　具体的な活動の工夫としては、（中略）防犯を含めた生活安全や自転車運転時の交通安全に関すること、種々
の災害時の安全に関すること、生命の尊重に関すること、環境整備に関すること、インターネットの利用に伴う
危険性や弊害などに関する題材を設定し、事故の発生状況や危険箇所の調査結果を基にした話合い、「ひやり、
はっとした」といった体験に基づく感想や発表、安全マップの作成、実技を通した学習、ロールプレイングなど様々
な方法による活動が考えられる。防災に関しては地域の地理、自然の特性など地域に関して教科等横断的に学
ぶ中でその意識を高めていくこと、安全に関しては、日常生活に潜む様々な危険を予測したり、問題解決の方
法を話し合ったりすることで、安全に保つために必要な事柄への理解を深める活動が考えられる。

第３節　学校行事　２　学校行事の内容（3）健康安全・体育的行事　②　実施上の留意点
イ�　健康安全に関する行事については、最近の事故の実態、交通規則などを理解させ、事故防止に対する知
識や態度を体得させるとともに、自然災害や犯罪などの非常事態に際し、沈着、冷静、迅速、的確に判断
して対処する能力を養い、自他の安全を確保することのできる能力を身に付けさせること。また、（中略）
防犯や情報への適切な対処や行動について理解させ、正しく判断し行動できる態度を身に付けさせること。

　また、総合的な探究の時間における探究課題として、例えば、地域や学校の特色に応じて
「地域の犯罪防止、交通安全の充実」、「安全な町づくりに向けた防災計画の策定」などを設定
することで、安全教育を行うことも考えられる。
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（３）　安全教育の全体計画

８　安全教育の計画例（高等学校）

〇安全に関する理解を深め、自ら危険を予測し、回避する能力を身に付
ける。

〇区市町村の防災対策を理解し、身に付けた自助、共助の能力を地域
において生かすことができる。

〇全教育活動を通して安全に関する課題を設定し、生徒が自ら課題を把握しその解決策を考えることができる活動を基本に推進する。
【１学年】
　実践的な防災訓練を通して、救急救命の知識・技術を習得し、自助・共助能力を高める。
【２・３学年】
　ホームルーム活動・セーフティ教室・避難訓練を中心に、危険を予測し回避する能力を高める。

安全教育に関する法令等 学校の教育目標 学校の現状等
○学習指導要領総則
　「安全に関する指導」
○学校保健安全法第２７条
○第３次学校安全の推進に関する計画
○「２０２０年の東京」へのアクションプロ
グラム２０１３

○東京都教育ビジョン（第４次）
〇東京都自転車の安全で適正な利用

の促進に関する条例
〇いじめ防止対策推進法

（１）本校の教育目標「誠実・慈愛・自立」の実現に向け、互
いの人格を尊重し、国際的視野を身に付け、平和で民
主的な社会の実現に貢献し、２１世紀をたくましく生きる
人材を育成する。

（２）地域の多用なニーズに対応した教育環境を構築する。

〇本校は、 海抜 50 メートルに位置して
いる。

〇生徒の通学方法は、徒歩、自転車、
バス、 保護者による送迎等多岐にわ
たる。

〇生徒の素直さや活動への意欲を生
かし､主体的な判断力を養う必要があ
る｡

〇地域は高齢者が多い。 災害時に
は、 本校生徒の行動力が期待され
ている｡

安全教育の目標

安全教育の目標を実現するための基本方針

〇安全に関する情報を正しく理解し、安全のための行動に結び付けること
ができる。

〇人々が安全に安心して暮らすために、責任をもって生活環境を整える
ことができる。

目指す生徒像 育てようとする資質や能力及び態度

学校環境（対物管理） 事件・事故や災害発生時の危機管理

安全学習及び安全指導の指導方針等
生活安全 交通安全 災害安全

〇各教科等の学習時、生徒会活動や部活動時、清
掃活動時、授業前や放課後、通学時等学校管理
下の安全を図る。

〇家庭生活を含む日常で起こるSNSに起因する等の
犯罪や性犯罪・性暴力の被害者、加害者、傍観者
にならないように生命（いのち）の安全教育につい
て指導する。

〇ＳＮＳ学校ルールの見直しを行う。
〇気温の急激な変化による疾病の予防と対策が行え

るようにする。

〇様々な交通時の危険を取り扱い、被害者・
加害者にならないよう指導する。

〇自転車、原動機付自転車・自動車等の安全
運転について指導する。

〇事故発生時の初期対応として､傷病者救出､
二次事故防止、通報を徹底する。

〇交通法規及び条令等に基づいた規則の順
守、保険の加入を推進していく。

〇「防災ノート～防災と安全～」及び「東京マイ・タイムラ
イン」等を使用し､地震､津波､噴火等様々な自然災害
について理解を深めさせ、適切な避難方法を身に付
けさせる。

〇避難所設置訓練を通して、防災ボランティアの意識を
高め､避難所運営の実践力を身に付けさせる｡

〇地域の防災対策資料を活用した指導を行い、地震や
台風（８月～１０月）、その他災害時に適切な行動が
できるようにする。

○Jアラートについて指導する。

（１学期）
学校安全計画の共通理解、事故防止、防災
教育の計画、避難経路、避難場所の確認、
避難所設置時の対応、学校安全教室指導
者講習（校内講習会の実施）

（２学期）
自衛消防訓練、非常機材操作訓練、救命講
習案内、エピペン・AEDの使用方法、熱中症
の応急手当講習、災害時における施設の被
害状況の確認

〇防災教育推進委員会による安全教育の総括
〇学校安全計画を見直すサイクルの確立
〇生活指導部による生徒の規則遵守状況の

確認
〇学校いじめ対策委員会による生活意識調

査結果
〇保健部からの傷病状況、衛生管理状況の

報告
〇重大事故の予防のためのヒヤリハット事例を

活用した学校の安全点検の見直し

〇ＰＴＡと連携した啓発活動
〇地域の小・中学校との連携
〇青少年対策地域委員会との連携
〇警察署との連携
〇消防署及び消防団との連携
〇区市行政との連携
〇総合防災訓練への参加

〇生徒の登下校状況の把握
〇教員による朝の立ち番及び通学路の巡回
〇教員による放課後の巡回
〇非常通報体制（フローチャート）の活用
〇教職員の不審者対応訓練
〇生活意識調査の実施

〇専門業者による消防設備の点検
〇理科室薬品点検（各学期１回）
〇教職員による学校施設内の機器の点検
〇屋上、天窓、バルコニー等の点検
〇避難上必要な施設等の管理
〇死角の原因となる立木・障害物の点検
〇迅速な情報収集のための通信環境の整備
〇生徒の視点を加える等手法を改善し学校内

外を点検

〇教職員による危機管理マニュアルの熟知
〇管理職への迅速な報告と的確な初期対応
〇避難訓練（含地域）指導の徹底
〇所轄の警察、消防、役場との速やかな連携
〇不審者情報に対する事前の対応方針
〇発生時の確実な保護者との連絡手段の構築
〇負傷者の迅速な応急処置
〇危機管理マニュアルの見直し・改善

教職員の校内研修 推進組織及び評価 家庭・地域・関係機関との連携

各学年の指導方針 関係する教科等
【１学年】

安全に関する知識を理解し、地域への貢献活動に参加し、安全意識
を高める態度を育成する。

【２学年】
安全に関する知識を活用し、部活動等の具体的な場面において、主
体的に安全確保に努める態度を育成する。

【３学年】
安全に関する知識を日常生活の中で実践し、社会の一員として自覚
ある態度を育成する。

【関係教科（地歴公民、保健体育、理科、実習教科）】
学習活動における事故防止の指導を徹底する。

【ホームルーム活動】
日常的な安全指導を徹底し、安全・安心に学校生活を送る生活態度
を育成する。

【生徒会活動・部活動】
生徒自ら安全確保に努める態度の育成と生徒会による啓発活動の活
性化を図る。

安全管理との関連
生活や行動等の安全管理（対人管理）

生命尊重の教育を基盤に安全教育を推進し、自他の危
険予測・回避の能力を身に付けるとともに、他者や社会の
安全に貢献する態度を養う。
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理 論 編
（４）安全教育の年間指導計画

　 月３月２月１月２１月１１月０１月９月７月６月５月４

日常

登下校時の安全について（ＨＲ活
動）　１－③、４－①⑤⑥⑦
登校指導（朝の立ち番指導）
　マスク、検温、健康調査表の
　確認、ＳＮＳ利用についての
　ルール確認（ＨＲ活動）
５－①～⑥

６－①～④
生命（いのち）の安全教育

登校指導　１－③
スマホ使用状況　５－①～⑥

登校指導　１－③
暑さ指数計設置

登校指導　１－③
夏休みの生活と安全（ＨＲ活動）
水難事故防止
暑さ指数厳重警戒レベル時の警告放
送

登下校の安全（ＨＲ活動）
１－③、４－①⑤⑥⑦
朝礼：文化祭の安全対策

）動活ＲＨ（全安の校下登）動活ＲＨ（全安と活生のみ休冬）動活ＲＨ（全安るけおに動活仕奉
１－③、４－①⑤⑥⑦

春休みの生活と安全（ＨＲ活動）

定期 朝礼：部活動における事故防止、感
染症予防
校外学習における安全対策

朝礼：熱中症予防
薬物乱用防止教室　４－⑦

朝礼：夏季服装指導、体育祭の安全
対策
第１回生活意識調査：いじめ、心の悩
み

朝礼：水難事故防止
セーフティ教室：ＳＮＳに関する事故
事例
心のＳＯＳの出し方教室：自殺防止

朝礼：冬季服装指導
第２回生活意識調査：いじめ、心の悩
み

朝礼：球技会の安全対策 朝礼：部活動における事故防止 朝礼：持久走記録会における事故防
止
第３回生活意識調査：いじめ、心の悩
み

朝礼：ボランティア活動時の安全

教科等 ）業授育体（止防故事泳水　　

日常

自転車通学申請登録・許可証発
行、自転車の安全点検及び確認
登校指導（朝の立ち番指導）
　・自転車通学者のヘルメット着用確
認
　・駐輪指導
　２－①～⑥

運転免許取得に関する面談指導
３－①②③

夏休みの生活と安全（ＨＲ活動） 秋の全国交通安全運動への参加（Ｈ
Ｒ活動）　４－①

冬休みの生活と安全（ＨＲ活動）
運転免許取得に関する面接指導
３－①②③

春休みの生活と安全（ＨＲ活動）

定期

春の全国交通安全運動参加（ＨＲ活
動）  ４－①
自動二輪車安全運転教室（免許所
持者任意）、
自転車通学許可証の確認
３－①②③

交通事故の対応と応急手当（ＨＲ活
動）　４－③

セーフティ教室：交通事故防止、交通
事故時の対応と応急手当（ＨＲ活動）
１－⑨⑩、２－⑤⑥、４－②③④

交通事故時の対応と応急手当（ＨＲ活
動）　４－③

自転車安全利用五則の確認
２－①②③

自転車整備点検　２－④

教科等 　　

日常
校内避難経路の確認（ＨＲ活動）
１－①

台風、大雨災害時の避難所確認
６－①④

台風、大雨災害時の避難所確認　４
－①⑥

定期

避難訓練Ⅰ（地震・津波想定訓練）
　初期動作実施、避難経路確認
Jアラート
　８－①②

緊急地震速報を活用した避難訓練
（学校行事）　２－①④

避難訓練Ⅱ（火災想定訓練）
　・避難経路、避難場所確認、
　  消火訓練、煙体験
　１－②③

避難訓練Ⅲ（防災教育）
　地域の防災対策、ハザードマップ確
認
　一時避難場所、避難所確認
　４－①、６－②

避難訓練Ⅳ（噴火想定訓練）
　・初期行動、身を守る装備の確認、
情報収集、
   家庭への連絡方法確認　３－①②

教科等

「防災ノート～災害と安全～」を使用
した防災教育の実施（ＨＲ活動）
２－①～⑤、６－①～④、７－④⑤

「東京マイ・タイムライン」を活用した
風水害への対処（ＨＲ活動）
４－①、６－①②

「防災ノート～災害と安全～」を使用
した防災教育の実施（ＨＲ活動）
２－①～⑤、６－①～④、７－④⑤

　

日常

通学路、通学方法の確定
登下校時の危険について（ＨＲ活
動）
１－③④

危険の予測（ＨＲ活動）　４－⑤

定期

教科等
情報安全教育（人間と社会）
５－①～⑥

飲酒、喫煙、薬物乱用と健康（保健授
業）

体（理管調体たけ向に会録記走久持）業授健保（スレトスと関相の身心）業授健保（防予の症染感
育授業）

日常

定期

新入生オリエンテーション
　・自転車通学の申請、登録、
   保険加入、ヘルメット着用
　２－①～⑥
自転車安全教室：
　・交通ルール、マナーの遵守、
    交通事故責任
　２－①～⑥

歩行者の安全と交通環境（ＨＲ活動）
１－①～④

自転車加害事故の責任（ＨＲ活動）
２－⑤

春休みの交通事故防止（ＨＲ活動）
４－①

教科等
　

持久走（校外走行時）の安全（体育授
業）

居住地区のハザードマップ確認、災
害時の家庭連絡の方法、集合場所
の確認　４－①、７－②③

防災訓練（学年行事）
　・避難所開設訓練、普通救命講習、
防災講話
　６－①②④

教科等

「東京マイ・タイムライン」を活用した
災害時の避難行動について（ＨＲ活
動）４－①

日常

通学路、通学方法の確定
通学路に潜む危険（ＨＲ活動）
１－③④

定期

教科等
日常の応急手当（保健授業）
　・ＡＥＤ・止血法・包帯法・RICE

保健衛生教育（ＨＲ活動、保健・家庭
科）

社会生活と健康（保健授業） 持久走記録会に向けた体調管理（体
育授業）

日常

定期

自転車の安全利用・交通ルールとマ
ナーの遵守の徹底と確認（ＨＲ活
動）　２－①～⑥

　 これからの社会生活と交通問題（ＨＲ
活動）  ４－④

春休みの交通事故防止（ＨＲ活動）
４－①

教科等

交通事故の現状と要因（保健授業）
３－１
交通社会における運転者の資質と
責任（保健授業）　１－⑨、２－⑤、４
－③④

交通事故事例とその回避、安全な交
通社会づくり（保健授業）
１－⑤⑥⑦、２－③、４－④

持久走（校外走行時）の安全（体育授
業）

日常

定期

教科等 環境と健康（保健授業）　７－④

日常
進路訪問先での事故防止　４－⑥ 新生活環境に潜む危険と犯罪被害の

防止（ＨＲ活動）　１－③④

定期

教科等

日常

定期

運転免許取得について（ＨＲ活動）
　・自動車運転適性　・免許取得計
画
　３－①②③

運転免許取得計画：（進路活動）
　進路に応じた運転免許の種類と取
得
事故発生時の対応
　・救出・応急手当・通報（ＨＲ活動）
　４－③

運転者の責任と保険についての知識
（ＨＲ活動）　２－⑤

冬休みの交通事故防止（ＨＲ活動）
１－①～④、２－①～③、３－③、
４－④

新生活における交通手段とその注意
点について（ＨＲ活動、進路活動）
２－③、４－②

教科等

日常
安全な進路訪問「屋外での災害対
処」（ＨＲ活動）

定期

教科等
社会人と奉仕の精神「安全な社会を
築く」（ＨＲ活動）　６－③、７－⑤

・学校危機管理マニュアルの周知
・地震発生時における生徒の安全確
保と生徒誘導、人員掌握、保護者引
き渡し方法の確認（避難訓練時）
・生命（いのち）の安全教育に関する
研修

・学校周辺の工事個所危険箇所の確
認、違法駐輪、違法駐車等の見回り
・救急法講習会案内（保健体育科）
・防災士講座案内（生活指導部）

・感染症の予防と処置（保健部）
・吐瀉物の処理方法

・熱中症予防と処置（保健部）
・火災発生時の生徒誘導、人員掌
握、初期消火、煙下の行動確認（避
難訓練時）
・学校安全指導者講習（校内講習会
の実施）

・避難所想定シミュレーション訓練・・・
（防災教育時）

・不審者対応訓練（警察署）
・防災訓練運営・・・ボランティアリー
ダーとしての役割確認

危機管理マニュアルの総括、安全教
育に関する来年度指導計画の作成

青少年対策地域委員会での情報共
有

青少年対策地域委員会での情報共
有

青少年対策地域委員会での情報共
有

青少年対策地域委員会での情報共
有

青少年対策委員会での情報共有 青少年対策委員会での情報共有
　　　　　　　　　　　　　・・・（地域連携）

企業見学、オープンキャンパス・学校
訪問の安全「安全に留意した活動等」
「進路先への安全なルート選択」
Ⅰ－４－⑥⑦
Ⅱ－１－①～⑩、４－②③
Ⅲ－２－①②

修学旅行事前指導
「事故・災害に遭わないために」（ＨＲ
活動）
Ⅰ－４－⑥～⑧
Ⅱ－１－⑥、４－②③
Ⅲ－１－①、２－①③

人間と社会　地域清掃
「安心・安全なまちづくり」（ＨＲ活動）
Ⅰ－４－⑥～⑧
Ⅱ－１－⑦、４－②④
Ⅲ－４－⑥

Ⅲ
災害

日常

定期

「地域や社会生活での安全と災害対
策」（校外学習）
Ⅰ－４－⑦
Ⅰ－５－⑤
Ⅱ－１－⑨⑩、４－①④
Ⅲ－６－②③、７－①④

人間と社会「地域や社会生活での安
全と災害対策」
Ⅰ－４－⑦
Ⅱ－１－⑨⑩、４－①④
Ⅲ－６－②③、７－①④

２
年

Ⅰ
生活

Ⅱ
交通

Ⅲ
災害

３
年

Ⅰ
生活

Ⅱ
交通

Ⅲ
災害

1
年

Ⅰ
生活

Ⅱ
交通

各
学
年
共
通

Ⅰ

生活

Ⅱ

交通

Ⅲ

災害

※番号の意味は、Ｐ.９を参照

地域との連携
保護者

教職員の研修等
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８　安全教育の計画例（高等学校）

　 月３月２月１月２１月１１月０１月９月７月６月５月４

日常

登下校時の安全について（ＨＲ活
動）　１－③、４－①⑤⑥⑦
登校指導（朝の立ち番指導）
　マスク、検温、健康調査表の
　確認、ＳＮＳ利用についての
　ルール確認（ＨＲ活動）
５－①～⑥

６－①～④
生命（いのち）の安全教育

登校指導　１－③
スマホ使用状況　５－①～⑥

登校指導　１－③
暑さ指数計設置

登校指導　１－③
夏休みの生活と安全（ＨＲ活動）
水難事故防止
暑さ指数厳重警戒レベル時の警告放
送

登下校の安全（ＨＲ活動）
１－③、４－①⑤⑥⑦
朝礼：文化祭の安全対策

）動活ＲＨ（全安の校下登）動活ＲＨ（全安と活生のみ休冬）動活ＲＨ（全安るけおに動活仕奉
１－③、４－①⑤⑥⑦

春休みの生活と安全（ＨＲ活動）

定期 朝礼：部活動における事故防止、感
染症予防
校外学習における安全対策

朝礼：熱中症予防
薬物乱用防止教室　４－⑦

朝礼：夏季服装指導、体育祭の安全
対策
第１回生活意識調査：いじめ、心の悩
み

朝礼：水難事故防止
セーフティ教室：ＳＮＳに関する事故
事例
心のＳＯＳの出し方教室：自殺防止

朝礼：冬季服装指導
第２回生活意識調査：いじめ、心の悩
み

朝礼：球技会の安全対策 朝礼：部活動における事故防止 朝礼：持久走記録会における事故防
止
第３回生活意識調査：いじめ、心の悩
み

朝礼：ボランティア活動時の安全

教科等 ）業授育体（止防故事泳水　　

日常

自転車通学申請登録・許可証発
行、自転車の安全点検及び確認
登校指導（朝の立ち番指導）
　・自転車通学者のヘルメット着用確
認
　・駐輪指導
　２－①～⑥

運転免許取得に関する面談指導
３－①②③

夏休みの生活と安全（ＨＲ活動） 秋の全国交通安全運動への参加（Ｈ
Ｒ活動）　４－①

冬休みの生活と安全（ＨＲ活動）
運転免許取得に関する面接指導
３－①②③

春休みの生活と安全（ＨＲ活動）

定期

春の全国交通安全運動参加（ＨＲ活
動）  ４－①
自動二輪車安全運転教室（免許所
持者任意）、
自転車通学許可証の確認
３－①②③

交通事故の対応と応急手当（ＨＲ活
動）　４－③

セーフティ教室：交通事故防止、交通
事故時の対応と応急手当（ＨＲ活動）
１－⑨⑩、２－⑤⑥、４－②③④

交通事故時の対応と応急手当（ＨＲ活
動）　４－③

自転車安全利用五則の確認
２－①②③

自転車整備点検　２－④

教科等 　　

日常
校内避難経路の確認（ＨＲ活動）
１－①

台風、大雨災害時の避難所確認
６－①④

台風、大雨災害時の避難所確認　４
－①⑥

定期

避難訓練Ⅰ（地震・津波想定訓練）
　初期動作実施、避難経路確認
Jアラート
　８－①②

緊急地震速報を活用した避難訓練
（学校行事）　２－①④

避難訓練Ⅱ（火災想定訓練）
　・避難経路、避難場所確認、
　  消火訓練、煙体験
　１－②③

避難訓練Ⅲ（防災教育）
　地域の防災対策、ハザードマップ確
認
　一時避難場所、避難所確認
　４－①、６－②

避難訓練Ⅳ（噴火想定訓練）
　・初期行動、身を守る装備の確認、
情報収集、
   家庭への連絡方法確認　３－①②

教科等

「防災ノート～災害と安全～」を使用
した防災教育の実施（ＨＲ活動）
２－①～⑤、６－①～④、７－④⑤

「東京マイ・タイムライン」を活用した
風水害への対処（ＨＲ活動）
４－①、６－①②

「防災ノート～災害と安全～」を使用
した防災教育の実施（ＨＲ活動）
２－①～⑤、６－①～④、７－④⑤

　

日常

通学路、通学方法の確定
登下校時の危険について（ＨＲ活
動）
１－③④

危険の予測（ＨＲ活動）　４－⑤

定期

教科等
情報安全教育（人間と社会）
５－①～⑥

飲酒、喫煙、薬物乱用と健康（保健授
業）

体（理管調体たけ向に会録記走久持）業授健保（スレトスと関相の身心）業授健保（防予の症染感
育授業）

日常

定期

新入生オリエンテーション
　・自転車通学の申請、登録、
   保険加入、ヘルメット着用
　２－①～⑥
自転車安全教室：
　・交通ルール、マナーの遵守、
    交通事故責任
　２－①～⑥

歩行者の安全と交通環境（ＨＲ活動）
１－①～④

自転車加害事故の責任（ＨＲ活動）
２－⑤

春休みの交通事故防止（ＨＲ活動）
４－①

教科等
　

持久走（校外走行時）の安全（体育授
業）

居住地区のハザードマップ確認、災
害時の家庭連絡の方法、集合場所
の確認　４－①、７－②③

防災訓練（学年行事）
　・避難所開設訓練、普通救命講習、
防災講話
　６－①②④

教科等

「東京マイ・タイムライン」を活用した
災害時の避難行動について（ＨＲ活
動）４－①

日常

通学路、通学方法の確定
通学路に潜む危険（ＨＲ活動）
１－③④

定期

教科等
日常の応急手当（保健授業）
　・ＡＥＤ・止血法・包帯法・RICE

保健衛生教育（ＨＲ活動、保健・家庭
科）

社会生活と健康（保健授業） 持久走記録会に向けた体調管理（体
育授業）

日常

定期

自転車の安全利用・交通ルールとマ
ナーの遵守の徹底と確認（ＨＲ活
動）　２－①～⑥

　 これからの社会生活と交通問題（ＨＲ
活動）  ４－④

春休みの交通事故防止（ＨＲ活動）
４－①

教科等

交通事故の現状と要因（保健授業）
３－１
交通社会における運転者の資質と
責任（保健授業）　１－⑨、２－⑤、４
－③④

交通事故事例とその回避、安全な交
通社会づくり（保健授業）
１－⑤⑥⑦、２－③、４－④

持久走（校外走行時）の安全（体育授
業）

日常

定期

教科等 環境と健康（保健授業）　７－④

日常
進路訪問先での事故防止　４－⑥ 新生活環境に潜む危険と犯罪被害の

防止（ＨＲ活動）　１－③④

定期

教科等

日常

定期

運転免許取得について（ＨＲ活動）
　・自動車運転適性　・免許取得計
画
　３－①②③

運転免許取得計画：（進路活動）
　進路に応じた運転免許の種類と取
得
事故発生時の対応
　・救出・応急手当・通報（ＨＲ活動）
　４－③

運転者の責任と保険についての知識
（ＨＲ活動）　２－⑤

冬休みの交通事故防止（ＨＲ活動）
１－①～④、２－①～③、３－③、
４－④

新生活における交通手段とその注意
点について（ＨＲ活動、進路活動）
２－③、４－②

教科等

日常
安全な進路訪問「屋外での災害対
処」（ＨＲ活動）

定期

教科等
社会人と奉仕の精神「安全な社会を
築く」（ＨＲ活動）　６－③、７－⑤

・学校危機管理マニュアルの周知
・地震発生時における生徒の安全確
保と生徒誘導、人員掌握、保護者引
き渡し方法の確認（避難訓練時）
・生命（いのち）の安全教育に関する
研修

・学校周辺の工事個所危険箇所の確
認、違法駐輪、違法駐車等の見回り
・救急法講習会案内（保健体育科）
・防災士講座案内（生活指導部）

・感染症の予防と処置（保健部）
・吐瀉物の処理方法

・熱中症予防と処置（保健部）
・火災発生時の生徒誘導、人員掌
握、初期消火、煙下の行動確認（避
難訓練時）
・学校安全指導者講習（校内講習会
の実施）

・避難所想定シミュレーション訓練・・・
（防災教育時）

・不審者対応訓練（警察署）
・防災訓練運営・・・ボランティアリー
ダーとしての役割確認

危機管理マニュアルの総括、安全教
育に関する来年度指導計画の作成

青少年対策地域委員会での情報共
有

青少年対策地域委員会での情報共
有

青少年対策地域委員会での情報共
有

青少年対策地域委員会での情報共
有

青少年対策委員会での情報共有 青少年対策委員会での情報共有
　　　　　　　　　　　　　・・・（地域連携）

企業見学、オープンキャンパス・学校
訪問の安全「安全に留意した活動等」
「進路先への安全なルート選択」
Ⅰ－４－⑥⑦
Ⅱ－１－①～⑩、４－②③
Ⅲ－２－①②

修学旅行事前指導
「事故・災害に遭わないために」（ＨＲ
活動）
Ⅰ－４－⑥～⑧
Ⅱ－１－⑥、４－②③
Ⅲ－１－①、２－①③

人間と社会　地域清掃
「安心・安全なまちづくり」（ＨＲ活動）
Ⅰ－４－⑥～⑧
Ⅱ－１－⑦、４－②④
Ⅲ－４－⑥

Ⅲ
災害

日常

定期

「地域や社会生活での安全と災害対
策」（校外学習）
Ⅰ－４－⑦
Ⅰ－５－⑤
Ⅱ－１－⑨⑩、４－①④
Ⅲ－６－②③、７－①④

人間と社会「地域や社会生活での安
全と災害対策」
Ⅰ－４－⑦
Ⅱ－１－⑨⑩、４－①④
Ⅲ－６－②③、７－①④

２
年

Ⅰ
生活

Ⅱ
交通

Ⅲ
災害

３
年

Ⅰ
生活

Ⅱ
交通

Ⅲ
災害

1
年

Ⅰ
生活

Ⅱ
交通

各
学
年
共
通

Ⅰ

生活

Ⅱ

交通

Ⅲ

災害

※番号の意味は、Ｐ.９を参照

地域との連携
保護者

教職員の研修等
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理
論
編
学
校
に
お
け
る

安
全
教
育
と

安
全
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム

安
全
教
育
で

身
に
付
け
る
力

安
全
教
育
の

３
領
域

必
ず
指
導
す
る

基
本
的
事
項

安
全
教
育
の

確
実
な
実
施
の

た
め
に

安
全
教
育
の

計
画

安
全
教
育
の

評
価

安
全
教
育
の

計
画
例

実
践
編
実
践
事
例

一
覧

生
活
安
全
に

お
け
る

実
践
事
例

交
通
安
全
に

お
け
る

実
践
事
例

災
害
安
全
に

お
け
る

実
践
事
例

一
声
事
例

（
校
種
別
）

資
料
編




